
なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを
行うのですか？ 

2014年10月25日 

寺島 哲史  

Tempusemo 

副題：外国におけるサプライヤー・コラボレーションの実態 
        あるいは、気が付けば渦巻だらけ 



なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか？ 

新規サプライヤーの継続的探索 

既存サプライヤーの定期的評価 

候補も含めた優良サプライヤー群  
（グローバルベース）の確保 

サプライベースの 
保持計画の立案 

経営計画 

技術 
Roadmap 

取引先 
保持計画 

･事業別（共通性） 
・コモディティ特性 
  -Full Custom 
  -Semi Custom 
  -Standardized/general 

取引先の層別化 
選択と集中の検討  等 

市場動向 
ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ動向 
技術動向 等 

サプライベースの 
課題洗出しと改善検討 

標準化された手順・基準により、有望な新規取引先の 
探索を計画的かつ継続的に実施している必要がある 

グローバル 
パートナー 

Strategy &Planning Do 

改善指導（・代替策の検討） 

評価基準/シート 
共通手順 
業務フロー 

or 電気・電子系 
外装・機構系 Check 

Action 

評価基準 

所定の評価基準、評価データに基づいて、既存サプライヤーの 
状況を定期評価（成績が特に悪い場合の、バイヤーに対する 
随時警告機能も要検討） 

既存サプライヤーの改善・指導、必要に応じて代替サプライヤーの採用検討 
（製品認証等のプロセス開始の判断） 

取引先 
評価情報 

共通手順 
業務フロー 

サプライヤー管理プロセス/サイクル 

価格契約/発注業務プロセス 
優良サプライヤー群との見積依頼・価格契約・発注 

=サプライヤー管理のＰＤＣＡサイクル= 

（出典：購買ネットワーク会 ディスカッション資料tとして、寺島哲史が提示 

購買ネットワーク会が、2007年に提示したサプライヤー・マネジメントの基本スキーム（提言） 
 

 1. 取引を行う大前提として、それに足るサプライ（サプライヤー）・ベースが確保できていることが重要 
 2. そのためのPDCAサイクルを確立して、体系的なサプライヤー管理を実践する必要がある 
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なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか？ 

今、「Supplier Management」で画像検索してみると....“渦巻”ばかり 
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Supplier Lifecycle Managementという概念の導入 
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候補も含めた優良サプライヤー群  
（グローバルベース）の確保 

価格契約/発注業務プロセス 
優良サプライヤー群との見積依頼・価格契約・発注 

Registration 
（エントリー・登録） 

Phase ｏｕｔ 
（取引終了） 

Supplier 
 Lifecycle 

Management 



Supplier Qualification(適格性判定）とは 
なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか？ 
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候補サプライヤー 
（および既存サプライヤー） 

1. 法規制適合 

2. 不正取引・倫理 

4. 財務状況 

3. CSR/環境 

5.品質システム 

6.経営システム 

7.情報セキュリティ 

サプライヤー登録 
(全体) 

サプライヤー採用 
適格性認定 
（全体） 

サプライヤー採用 
適格性認定 
（品目ごと） 

典型的な適格性判定基準項目 



Supplier Qualification(適格性判定）とは 
なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか？ 
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1. 法規制適合 外国貿易法などの法規制に抵触するサプライヤーではないこと 

・供給チェーンの外国貿易法抵触、取引先への仕様・部材供与、紛争鉱物有無など 

2. 不正取引・ 
    倫理 

企業市民として自己と社会の双方の利益を調和させた事業活動を推進する妨げになる、不正 
取引や倫理に反する取引が発生しないサプライヤーであること 

・サプライヤーとの特別な利害関係、違法処罰実績など 

4. 財務状況 安定調達が可能な一定水準以上財務状況を有するサプライヤーであること 

・D&B評価レーティング（もしくは代替指標）で一定以上のレーティング取得 

3. CSR/環境 
企業の社会責任として、環境負荷の低減と社会規範の遵守を通して持続可能な社会の実現に 
貢献するサプライヤーであること 

・ISO14000認定取得, EICC基準への準拠、環境/CSR調査票での確認 ほか 

5.品質システム 適正品質での調達に向けて、サプライヤーの品質管理レベルが合格水準以上と確認したこと 

・ISO9001の認定状況、品質工程監査結果 など 

6.経営システム 
安定調達のために、財務状況と品質システムに加えて、サプライヤーが様々な観点で適正な経営 
システムに手運営されているか確認したこと 
・サプライヤーの経営システム（経営方針、生産・購買・人事など各業務の状況） 

7.情報 
   セキュリティ 

取引を行うに十分な情報セキュリティが図られ、情報漏えいなどの事故が発生しない管理体制で 
運用されていると確認したこと 

・セキュリティ違反発生状況、個人情報などの重要情報アクセス権限、セキュリティ教育 など 

典型的な適格性判定基準項目の雛形例 



マクドナルド・ショックを考える 
なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか 
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（2014年8月16日, 日経新聞朝刊） 

（2014年9月16日, 日経ＭＪ） 

（2014年9月10日, 日経新聞夕刊） 



マクドナルド・ショックを考える 
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http://www.mcdonalds.co.jp/safety/improve/index.html 

なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか 

http://www.mcdonalds.co.jp/safety/improve/index.html


Supplier Evaluation(業績（実績）評価）とは 
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分類 項目 

価格（Price） コスト削減貢献 

価格優位性 

品質（Quality） 製品で発生した不良の 
影響度 

不良発生率 

不良発生時の対応状況 

納期遵守 
（Delivery） 

要求納期遵守率 

回答納期遵守率 

出荷調整の手間の多寡 

納期変更対応力 

技術（Technology） 新製品紹介/提案に関する
積極性 

製品サポートの安定性 

技術支援度合い 

経営 財務的安定度 

既存（取引中）サプライヤー 

業績評価 
(過去の評価) 

層別化管理 

(セグメンテーション管理) 

リスク評価 
(将来可能性

の評価) 

戦略的重要性 
(自社にとって
の位置づけ) 

典型的な実績評価項目 

なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか 



Supplier Risk(リスク評価）とは 
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2. 地域性リスク 

・政情不安、テロ被害、自然災害、環境規制 

3. コンプライアンスリスク 
企業市民として自己と社会の双方の利益を調和させた事業活動の推進を妨げ
るようなリスクがないか 

・法的処罰履歴 

5. ストラテジックリスク 
短期的・長期的視点において、調達戦略を実現を困難にするようなサプライヤー
側のリスクがないか 

・シングルソース、総売上における購入額比率 

1. ファイナンシャルリスク 

・D&B評価レーティング 

サプライヤーが財務的に経営困難や倒産などの状況に陥り、供給を脅かすリスク
がないか 

サプライヤー拠点のある特定の国や地域において、政情不安や自然災害など
により供給を脅かすリスクがないか 

4. オペレーショナルリスク サプライヤーのサプライチェーン全体(開発～納入)に関するリスクがないか 

・製品リスク、品質リスク、物流リスク、サプライヤー評価 

Financial Risk 

Geographical Risk 

Compliance Risk 

Operational Risk 

Strategic Risk 

Operational Risk 

リスク評価（将来可能性評価）の雛形例 

なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか 



Supplier Risk(リスク評価）とは 
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リスク評価の必要性については、It’s購買系ブロク「従来型サプライヤー評価不要論 : 
第14回中四国購買ネットワーク会」の「現状の評価制度の矛盾点と新しい評価制度」 
以降もご参照ください。 
URLは以下になります。 
http://www.itscobuy.com/blog/?p=432 

なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか 

http://www.itscobuy.com/blog/?p=432
http://www.itscobuy.com/blog/?p=432
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Supplier Classification(層別化管理）とは 
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Tactical 
非戦略取引先 

Preferred 
継承取引先 

Strategic 
戦略取引先 

Value 
Potential 
潜在取引先 

なぜ、あなたはサプライヤー・マネジメントを行うのですか 

戦略取引先（戦略パートナー）は、 
その資格を満たす企業を十分に 
確保できているか 
不備があれば、そのフォローアップを
考えているか 
 
取引を停止する（管理の手間も省
く）取引先は、存在しないか 
 



Supplier Lifecycle Managementという概念の導入 
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候補も含めた優良サプライヤー群  
（グローバルベース）の確保 

価格契約/発注業務プロセス 
優良サプライヤー群との見積依頼・価格契約・発注 

Registration 
（エントリー・登録） 

Phase ｏｕｔ 
（取引終了） 

Supplier 
 Lifecycle 

Management 



Backup 
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2015年のキーワード候補 
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TPDD = Third Party Due Diligence 





http://www.mcdonalds.co.jp/safety/improve/index.html 

http://www.mcdonalds.co.jp/safety/improve/index.html


3-1.サプライヤー確保を巡って起こっていること 
3. 採用サプライヤーに関する新たな経営貢献機会の登場 

■改革テーマの必要性 

Apple, Broadcom, Benchmark Electronics, Cisco, Canon, Dell, Digi International, Emcore, Emulex, 
Emerson, Fabrinet, Ford, Hewlett-Packard, Hitachi, Honda,  
II-VI Inc., Intel, JDS Uniphase, Lenovo Group, LSI Corp, Marvell Technology Group, Molex, NEC Corp., 
NetApp, Nikon, On Semiconductor, Panasonic, Rectifier Corp., Renaissance RE, Sanmina-SCI, 
Seagate, Semtech, Super Micro Computer, TiVo, Toyota, Western Digital and dozens more.  

以下のリストはなんだかお分かりになりますでしょうか？ 

#1： 災害に起因した事業継続リスク 

２０１１年の台風８号（Nock-ten）の被害の影響を受けた企業の一覧です。 

昨年は、東日本大震災およびタイ洪水災害が大きな話題になりましたが、その他にも災害被害が発生していました。
企業は、このような災害リスクへの対応を迫られています。 

（Andrew Bartolini氏のブログの２月１３日記事 http://cporising.com/2012/02/13/supply-risk-will-continue-to-impact-companies-in-2012/） 

Nock-tenは２０１１年７月に発生し、フィリピンから華南地区を通過した 
大型台風です。 
この地域は電子部品供給拠点が集中しています。 
従って、今後も台風による被害は想定されます。 
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3-1.サプライヤー確保を巡って起こっていること 
3. 採用サプライヤーに関する新たな経営貢献機会の登場 

ケース1 コロンビアでの紛争鉱物（Conflict Mineral) 問題 

アフリカの紛争鉱物使用状況のSEC報告が2014年より本格適用されますが、2013年8月にはコロンビアのゲリラ
勢力が採掘したタングステンが、欧米メーカーで原材料として使われていることが判明し、報道されました。 
その際の使用企業の中には、シーメンスが含まれました。 
その他の企業は、BMW、フェラーリ、ポルシェ、 
フォルクスワーゲン、ヒューレット・パカード、サムソン 
電子などの名前が上がりました。 
 
その後は、自動車各社が名指しで報道されましたが、 
SLM導入先であるシーメンスについては、他社に 
比べて比較的早く名前が取り沙汰されることが 
なくなりました。 
 
テロリストに関連する原料使用が発見されることは 
今後もありえますが、もしその検出対策が十分に 
行われていない場合には、社会的な批判や制裁 
が想定されてしまいます。 
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3-1.サプライヤー確保を巡って起こっていること 
3. 採用サプライヤーに関する新たな経営貢献機会の登場 

ケース1 コロンビアでの紛争鉱物（Conflict Mineral) 問題 

その他の報道記事 – ベネズエラ紛争鉱物(Conflict Mineral)  
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3-1.サプライヤー確保を巡って起こっていること 
3. 採用サプライヤーに関する新たな経営貢献機会の登場 

ケース2 パキスタンの政情不安に対する“Permitted Sourcing List”対応 

昨年末より、パキスタンタリバン（反政府/反米勢力）の勢力拡大
が進み、パキスタン最大の貿易港カラチが2014年2月にはタリバ
ン勢力の包囲により機能不全に陥りつつあります。 
このような状況に対し、ウォルト・ディズニーは、国情不安の不適
正国からライセンス商品を調達することが、企業の評判（レピュ
テーション）に重大な悪影響を及ぼすとして、 
パキスタンからの調達を2013年末に停止しました。 
 
グローバルの調達先リストを最新状態で一元管理していたため、
企業の評判悪化から売上減などの損失が発生しないように、調
達先変更の対応を行いました。 
 
パキスタンは、原動力タービンの生産メーカーが存在する国です
が、もし南アジア地区の海外原法がパキスタンか調達していた場
合、同様な対応がとれるでしょうか。 

世界銀行の世界ガバナンス指標が 
設定基準より悪化したため、 
パキスタン企業からの調達を停止 
しました 
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3-2.ESG2.0の時代 
3. 採用サプライヤーに関する新たな経営貢献機会の登場 

環境 
（ENVIRNMENT) 

社会（SOCIAL) ガバナンス（GOVENANCE) 

地域社会 従業員 企業 国 

環境汚染 
気候変動 
 異常気象 
生態系破壊 
景観破壊  
資源浪費 
ごみ廃棄 
動物虐待  

人権侵害 
不正への 
 共謀 
地域活動 
 への影響 
社会差別 

 

強制労働 
児童労働 
労働組合 
従業員差別 
安全衛生 
不当条件で 
 の雇用 

法規制違反 
贈収賄 
詐欺行為 
脱税 
独禁法違反 

国民発言力 
政治的安定 
政府有効性 
規制の質 
法の支配 
汚職抑制 

ESG 1.0（2000年代） ESG 2.0（2010年代） 

買い手企業がサプライヤーとともに取引状況を 
改善するなどの社会貢献アピールの“美談”が 
実現できた時代 

社会的に適正と認識されるサプライ
ヤーのみに、取捨選択を行う時代 
（もはや“美談”ない） 

紛争鉱物 世界ガバナンス指標 

社会基準に照らして適正なサプライヤー確保が重要になってきています 
（政治的・社会的観点から市場に好ましい調達先と取引することが、企業のダメージにつながって
きています） 
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3-3.優良サプライヤー群の定義の変遷 
3. 採用サプライヤーに関する新たな経営貢献機会の登場 

候補も含めた 
優良サプライヤー
群の確保 
  

（グローバルサプライ
ベース）の確保 

１ ＱＣＤに優れ、経営（および技術面）にも問題（リスク）がないサプライヤー 

購買部門が確保すべき優良サプライヤー群の定義が拡大してきています。 

加えて、グローバルで
本当に確保できてい
るかを確認できる“見
える化”ニーズも高ま
っています 

確保できない場合のリスク（=オペレーショナルリスクで、主にＢｏｔｔｏｍ Ｌｉｎｅへ影響）： 
コスト増加 
  -購入コストが高い 
  -納期/数量確保・品質不良などで、自社製造スケジュール混乱や予備在庫確保 
    などの対応策が必要になる 

２ 自然災害などの不測事態への対応に足るサプライヤー 

（従来） 

（2010年代） 

確保できない場合のリスク（=環境リスクで、主に短期的なＴｏｐ Ｌｉｎｅへ影響）： 
短期売上減少 
  -部材確保困難から、製品の生産が行えなくなる 

３ 社会基準に照らして適正なサプライヤー 
（環境やＣＳＲでなく、政治的・社会的観点から市場に好ましい調達先） 

（直近） 

確保できない場合のリスク（=オペレーショナルリスクで、長期的なＴｏｐ Ｌｉｎｅへ影響）： 
長期売上減少 
  -反社会的企業とみなされて、企業としての評判を損なう可能性もある 
  -場合によっては、市場での営業取引停止措置 
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